
   インフルエンザウイルス感染症   
� 症状 

通常の風邪と違って、突然の 38℃以上の発熱、頭痛、全身倦怠感、関節痛、筋肉痛などがあります。 に

なると、咳、鼻水などの呼吸器症状が中心になります。乳幼児では熱性けいれんや中耳炎の合併などがあります。

また B インフルエンザは 、 痛などの 炎症状を認 る とがあります。 12 3 に します。 

� 感染経  

接触感染、くし み、咳などによる 感染、 すれ 空気感染もあると れています。 

� 潜伏期間 

1 2 日間  

�  

にして を にとり、 ま に水 をしましょう。 に内服（タミフル）、吸入（リレンザ、イナビ

ル）注 （ タ）があります。 、症状に合せて を ます。症状が改善しても医師の指示通

り内服、吸入をしてください。 

� 予防、注意点 

出後の 水、 による い、うがいが重要です。空気が乾燥するとウイルスが増殖するので、 な が

です。 出 には ス をして予防しましょう。インフルエンザが したら人 みや 僩 の 出は 僰

えましょう。小児、 はインフルエンザに感染して に り出す、 から 出 うとする、意 な と

を う の 常 を起 す恐れがあるので、少なくとも 2 日間は一人にならないように配慮しましょう。 

� 出席停止期間 

発症後（発熱後）5 日間は出席停止です。さらに乳幼児では解熱した後 3 日、学童（小学生）以 は解熱

した後 2 日経過したら登園、登校は可能です。 

＜解熱後 2 日とは＞ 

    0:00 PM       0:00 PM        0:00 PM       0:00 PM 

火曜日 水曜日  木曜日 曜日 

 

解熱確認       1 日目              2 日目           登校可  
日数の取り扱い：解熱した翌日から起算し、解熱した日は含みません。また発症後とは発症した翌日から起算し、発
症した日は含みません。    


